
ほめ育は自尊心と自己肯定感を高める教
育法ですよ～とNo1でお伝えしましたが、
No２では自己肯定感について触れていき
たいと思います。
自己肯定感とは
「ありのままの自分を肯定する。自分を
好意的に受け止めることができる感覚」
のことです。他人と比較するのではなく、
自分を認め、尊重し、自己価値を感じる
ことができる心の状態のことをいいます。

～高い人～
①ポジティブ。②自己主張できる。③他
人のことも肯定し認めることができる。
④コミュニケーション能力が高い。⑤失
敗してもめげない。
～低い人～
①ネガティブ。②できないを決めつけて
しまう。③失敗を過度に恐れる。④周囲
への依存が強い。⑤困難な状況から逃げ
出す。⑥人にも自分にも満足できない。

自己肯定感は幼少期に親がどのように接してきたかが大きく影響するといわれてい
ます。子どもの失敗を受け止めてあげたり、こどもの気持ちを理解してあげたくて
も、親御さんも、忙しかったり、疲れていたり、心に余裕がないと難しいですよね。
お父さん、お母さん。自分を大切にされていますか？
求人の答えは・・・職業：お母さんです。
こどもの自己肯定感を伸ばすには親御さんの自己肯定感を伸ばすことが最優先かも
しれませんね。認めてもらいたいのは親も同じだと思います。夫婦で褒め合ったり、
自分で自分をほめましょう。
慌ただしい日常の中では、注意することばかりに目が行ってしまいます。大げさに
ほめることもしなくていいです。子どもに「あなたができているところにちゃんと
気付いているよ」という気持ちが積み重ね伝わることが大切です。もっと言えば、
できていなくても良いと思います。子どもが何かをしようとする気持ちや挑戦しよ
うとしている等の心の葛藤に気付いてあげて、言葉にして認めてあげることが、子
どもの心の成長に繋がる一番の栄養となります。先ずはご自愛ください。

💡ヒント
世界で最も過酷な仕事とされています
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